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　　 　　　　　　　 　　　　　 　　　　持って帰りましたよ。
5　高知大学人文学部学生の湯浅光太潜が，平成11年慶の日本語学演習で郷里方雷の調査報告を行っ
　た際，提示した多くの：文例の中にラーの用例が偶然に含まれていたもので，『全国方言資料』には
晃られないうの長呼例として貴重である。用例は発表資料からそのまま引用した。
6　主として奈良蒔代の例について論ぜられたものだが，この「ら」の本質は，平安時代に下って
　も，依然として同様に認められる。但しその使用される範囲が若干限定されたやうで，訓点資料
では噂」の訓として沿く使用されたが，恥文では「なにと」から転じた「など3の方が一般的
　になり，「らjは僅かしか用ゐられなかった。源氏物語では聡の嘱「おのれら」「きんぢら」「こ
れら」「ざふじらJfさんでうら」「それら」「なにがしら」「まうら∬われら」などの例が見える
　が，男性の語などに比較的多いやうであり，人物について言ふことが多いらしい。和文の「ら」
の例を求めると，右の他にも平中物語に「さけら」「おもとびとら」などがあるが，何れも比較的
旧い時期の和文であることが注意される。（築島1969）
7　この直訳語「ら」の成立の原困は，平安中期以後中国との交通が絶えた結果として，漢文に対’
する読解の実力の低下によって，平安初期の個性的な三法が亡び，形式的に漢字の同一字には能
　う限り一訓を固定させ，統一しようとする傾向に起因すると見られる。その結果として，本来あ
った接尾辞の「ラ］の訓を「ゴトシ」の用法の同字f等」字にまでおし及ぼしたものであると推
測する。この故に直訳語の「ラ」の意味が例示を示すヨウダに当るのも，実は本来「ゴトシ」の
意の用法の「等」を読み変えた結果であったからであることになる。（小林1955）
8　このような例の存在を勘案すると，自然な日本語としての複数表示は，少なくとも「ら」では
統一しきれないと思われるのである。しかし，だからと書って，この問題を解決することは難し
い。「ら」を「たち」に言い換えても，今度は軽蔑・蔑視に値する対象を「たち」ととらえること
に異論が出るだろう。fら」と「たち」とを使い分けるにしても，その明確な基準ができないだろ
　う。このように，解決したくても妙案が浮かばない。そうした意味でも，複数を示す「ら］は気
　になることばなのである。（佐竹1999）
9　土居重俊・浜田数義『高知県方雷辞典』には，「うちら」は「幡多ではrうちひら』ということ
が多い。」という注記と，「うちゆ一ら　内部。内側。」に「外はひやいき，はよ一ウチューラへは
いつちょり」の文例がある。土井八枝W土佐の方鋤には，fうちら」は「内部，内義」として「外
　はまだ明いがうちらははや暗い。」の文例が付してある。さらに，宮地美彦『土佐方言集』は，「う
97
　ちら」はfうちうら（内裏）内部，内面。」の省略形と解釈している。
10人称代名詞＋うは，単数か複数かが曖昧なので，膿複数」という術語を用いてはどうか，とい
　う提書（山口幸洋氏）をいただいた。
11いずれの雪語でも，さされる対象が単数，つまり，ひとりでも複数形を使うのがふつうです。
　単数形を用いると，フランス語の場合，きわめて親しいことを表わしますので，簡単には使えま
　せん。ドイツ語もほぼ同じです。トルコ語では，sen　は“乱暴な”感じの，「お前，貴様」と訳
　されるような意味を伴います。トルコ語ではこれに複数接辞をつけることもできます。siz－lerです
　が，これはいよいよ娩曲性が強くなります。（中略）なお，“複数形”が℃つ以上の数」を示すの
　ではなく，「ばらばらにいくつかあること」を示すので，複数形が娩曲表現に用いられると説明で
　きます。このことは，ヨ本語とトルコ語の場合には自信を持っていえますが，ドイツ語，フラン
　ス語その他については何とも書えません。（柴撮武氏　1999．10．31付私信）
12　これは畢寛，共通語の「ら」の用法が限定されているためであり，このラ（一）は方言を共通語
　に置き換えて解釈することの限界を示している。話者の書語表現の襲を表出するためのこうした
　平野の文法は，共通語に置き換えられるとあえなく消されてしまう宿命を持っている。共通語文
　例を方書に置き換える方法の質問調査では，調査者の求める襲のない表現が往々にして，典型的・
　類型的として事足れり，の状況を招来する。また，話者の内省を強いるような調査者本位の尋ね
　方にもなりかねない。時聞をかけ，自然会話に耳を傾ければ，語彙よりも頻度は高く，用例は得
　やすくなる。この弓削を経て，質問調査は内省を十分に促すことのできる環境で行えばよい。話
　者の側に降り立つ調査法，安易な共通語訳に頼らない方言調査の方法の確立が急務であろう。
13　カタケは土佐人の愛用語の一つである。この土佐弁のカタケの語源に擬せられる語に，近世の
　文献に表れる「かたけ（片食：）」がある。当時は朝夕二食であって，そのいずれか一つを片食（か
　たけ）と言った。（中略）
　　一圓の食事は軽少な物であるという意識から「かたけ」を軽少な意の語に使うようになり，土
　佐方言では，軽少な意を付加する意味を持つようになったのではあるまいか。（中略）
　　中四国の所々で「入れ物カタケ（ごと）上げるJ「砂馬引ケ（混じり）の米」のような意に使う。
　「なんか」の意は土佐だけのようである。（竹村1985）
14四国とその周辺に視点を定めると，これまで問題にしなかった「ラ（一）」の存在が浮かび上がっ
　てくる。高知県は「ラ（一〉」で占められ，その続きと見られる和歌山県の「ラ」が少数ながらも
　示唆的である。つまり，「ヤ」は「ラ」から変化した可能性がある。
　　（中賂）方粛として用いる地域は，石川県・三重県など北陸・近畿地方にも存するようである。
　また，意味が拡大して「側」を指示する用法が和歌山県・香川県にあるらしい。徳島県下にも「ニ
　シラ」（西側・西方）fヒガシラ（東｛則・東：方）」からの音変化形と考えられる「ニッシャ」「ヒガッシャ」
　の囲い方が盛んである。（上野198の
15　照中敏生（2000）「徳島方書の副助詞「ヤ」一出現形態をめぐる内省的記述の試み一」では，
　　　助詞「ヤ」の研究としては，すでに文献①（→上野1984）があり，様々な角度からこの語を論
　　　じているが，出現形態をめぐっては，なお精細化の余地も残されているのではないか
　として，［甲］格成労に関わるもの　1先行用法　H後行用法　澱単独用法　［乙］その他のもの
　N広義連用成分に関わるもの　V述語成分に関わるもの，に細分化されている。
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The　imp｝icit　expression　and　expaicit　expression　of　ra
　　　　　　and　ra－a　in　the　diaKect　of　Kochi　prefecture
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Kochi　University
suffix，　ra　and　ra－a
　　　　　　　　　　Keywords
， auxiliary　particle，　implicit　expression，　explicit　expression
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　　In　modern　Japanese，　the　suffix　ra　functions　as　an　indicator　of　the　plural　and　it　is
generally　used　in　conjunction　with　personal　nouns　and　pronouns．　ln　olden　Japanese，　｝iowever，
ra　was　used　not　on｝y　with　personal　neuns　and　pronouns　but　also　with　various　nouns，　ln
particular，　ra　is　a　commonly　used　suffix　in　the　Kanbeen　Kundoku－go，　an　olden　JapaRese
translation　of　Chinese　literature，　in　which　it　functioned　as　both　a　suffix　and　an　auxiliary
particle．
　　　　In　Kochi　dialect，　ra　and　ra－a　are　frequently　used　in　conjunction　with　the　various　nouns
regardless　of　the　user’s　age　and　gender．　ln　this　study，　the　usage　of　ra　and　ra－a　in　Kochi
dialect　was　analyzed　and　their　semantic　characteristics　were　found　to　be　the　fel｝owing．
　　　　　1．　Ra　and　ra－a　funtion　as　both　suffix　and　auxiliary　particles．　When　they　function　as
　　　　　　　　a　suffix，　the　nottns　become　more　implicit　in　terms　of　expression．
　　　　　2．　When　ra　and　ra－a　function　as　auxiliary　particles，　the　nouns　become　more　explicit　in
　　　　　　　terms　of　expression．
　　　　A　similar　usage　of　ra　and　ra－a　is　found　in　dialects　in　Wakayama，　Mie　and　lshikawa
prefectures　which　surround　Kyoto，　the　old　capital　and　the　center　of　the　old　culture．　The　char
acteristic　distribution　of　the　usage　of　ra　and　ra－a　in　Kochi，　Wakayarna，　Mie　and　lshikawa
dialects　indicates　that　they　are　derived　from　olden　Japanese　and　that　the　olden　usage　of　ra
sti茎至remains　in　these　（玉ia玉ects．
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